
「小さな親切」運動本部賞 

 

 ありがとうのじゃがいも 
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 「ごっつおさまな、おしょうしな。※」  

ぼくのとなりのおうちにすんでいる、あおきさんのおじいちゃんとおばあちゃんにいわ

れて、うれしかったことばです。ぼくはそのとき、こころがぽかぽかとしてきました。 

 ぼくが 1 年生になった 5 月に、山のちかくにあるはたけをかしてもらって、ぼくとおと

うさんとおかあさん、いもうと、おとうとのかぞくみんなで、じゃがいもをそだてることに

しました。はたけをたがやしたり、いちりんしゃでひりょうをはこんだりと、たくさんの力

をだしてはたらいて、たねいもを２０こ、うえました。 

 なつやすみの 8 月、いよいよじゃがいものしゅうかくの日、みんなではやおきをしては

たけにむかいました。さっそく、土の中をさがすと、たくさんのじゃがいもがかくれていま

した。ほりのこしのないように、むちゅうになって土をかきわけました。手もふくも土だら

け、がんばってほったじゃがいもは、大きなはこに入れて２つぶんになりました。こんなに

たくさんしゅうかくできて、おどろきました。 

 おとうさんが、「とれたてのじゃがいもを、みんなにたべてほしいね。」といったときにぼ

くは、あおきさんのおじいちゃんとおばあちゃんのかおがおもいうかびました。二人は、ぼ

くがここにひっこしてきたときから、まい日こえをかけてくれます。 

「げんきか、きょうもたのしかったか。」と、おじいちゃん。あついときも雨がふったと

きも、ぼくがいえをしゅっぱつするじかんになると、わらって「いってらっしゃいね。」と、

手をふってみていてくれるあばあちゃん。やさしくしてくれるあおきさんのおかげで、ぼく

はいつもあんしんしています。 

 じゃがいもをほってまっすぐに、あおきさんのいえにいって「おじいちゃん、おばあちゃ

ん。」とよびました。いつものありがとうのきもちを、ぼくはじゃがいもにこめてわたしま

した。あおきさんも、ぼくのかぞくも、みんなにこにこわらっていました。ぼくはちょっと

てれくさかったけれど、いっぱいあせをかいてつくったじゃがいもを、よろこんでもらえて

ほんとうにうれしかったです。 

 ぼくは、なつやすみにおひっこしをすることになりました。「さみしくなるなあ。」と、あ

おきさんがいいました。ぼくのこころもおなじきもちでした。じゃがいものはたけには、だ

いこんのたねをまきました。だいこんが大きくそだつころ、ぼくのげんきなところをみせに、

あおきさんにあいにいきたいです。それがぼくのたのしみです。 

 

※山形の方言で「ごちそうさま、ありがとう。」 


